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こ
の
事
業
は
「
な
が
と
健
幸
百
寿

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
取
り
組
む
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
健
康
な
食
、
温

泉
、
森
林
を
活
用
し
た
健
康
対
策
を

進
め
る
も
の
で
す
。

６
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

健
幸
百
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
と
の
関
係
は
。

議
決
さ
れ
た
健
幸
百
寿
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
の
う
ち
、

専
門
会
議
の
委
員
報
償
費
、
委
員
の

旅
費
２
回
分
に
つ
い
て
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
の
内
示
を
受
け
た
こ
と

か
ら
本
事
業
へ
予
算
の
組
み
替
え
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
構
築
・
高

齢
者
雇
用
拡
大
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
は
。
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　９月定例会は 9 月 13 日（金）から 10 日 7 日（金）までの 25 日

間の会期で開きました。1 億 5,153 万円の一般会計補正予算（第 3 号）

を含む 19 議案全てを原案のとおり可決・認定・適任としました。

9 月
定例会

19 議案を可決・認定・適任

長門市議会だより　2019.11.1

問 問

ガストロノミーウォーキング

シ
ニ
ア
層
を
中
心
と
し
た
雇

用
創
出
を
目
的
に
、
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
構
築
に
む
け
た

意
識
醸
成
を
進
め
る
講
演
会
の
開

催
、
健
康
づ
く
り
の
意
識
啓
発
等
を

目
的
と
し
た
映
画
上
映
、
山
口
県
立

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
食
生
活
に
関

す
る
実
態
調
査
等
を
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
温
泉

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
つ
い
て
の
経
緯
と
今
後
の
事

業
展
開
は
。

こ
の
事
業
は
温
泉
だ
け
で
は

な
く
、
美
食
や
景
観
す
べ
て

を
楽
し
む
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
も

寄
与
で
き
る
新
し
い
温
泉
旅
の
ス
タ

イ
ル
と
捉
え
て
い
る
。
過
去
４
回
の

集
客
数
、
宿
泊
客
数
か
ら
し
て
も
こ

の
事
業
を
確
立
さ
せ
て
い
き
た
い
。

な
が
と
健
幸
百
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

食
・
温
泉
・
森
林
を
活
用

▼
議
案
第
１
号 

令
和
元
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

健
幸
資
源
活
用
に
よ
る
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
事
業

・
健
康
増
進
課　
　

１
７
４
９
万
円

・
観
光
課　

  　

 　

６
７
９
７
万
円

答

問 答答



　

空
き
家
除
却
事
業
に
係
る
補
助

金
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
を
上
回

る
補
助
申
請
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
不
足
分
を
追
加
計
上
す
る

も
の
で
す
。

今
年
度
の
補
助
申
請
件
数

は
。

８
月
末
時
点
で
４
件
の
申

請
が
あ
り
、
年
度
末
ま
で

に
さ
ら
に
３
件
の
申
請
が
あ
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
伴
い
、
保
育
の
必
要

性
の
認
定
を
受
け
た
幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
利
用
者
等
の
利
用
料
を

月
額
１
万
１
３
０
０
円
ま
で
の
範

囲
で
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
事
業

で
す
。

　

こ
れ
は
、
利
用
定
員
を
超
え
る

児
童
を
受
け
入
れ
て
保
育
を
実
施

し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
環

境
を
改
善
す
る
事
業
で
す
。

　

深
川
児
童
ク
ラ
ブ
に
、
新
た
な

教
室
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
人
件
費
等
の
経
費
を
追
加
計

上
し
、
保
育
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
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議案番号 件　　　　名 結果

13 長門市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

14
長門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

15
長門市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

16
長門市立幼稚園保育料等徴収条例の一部
を改正する条例

原案可決

17 長門市水道給水条例の一部を改正する条例 原案可決

18 市の区域内の字の区域の変更について 原案可決

19 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任

報告１
専決処分の報告について（自動車事故に係る
損害賠償の額を定めることについて）

ー

報告２
専決処分の報告について（自動車事故に係る
損害賠償の額を定めることについて）

ー

報告３ 権利の放棄について ー

報告 4 権利の放棄について ー

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和元年度長門市一般会計補正予算（第 3 号） 原案可決

2 令和元年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

3 令和元年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

4
令和元年度長門市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第 1 号）

原案可決

5 令和元年度長門市水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

6 令和元年度長門市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

7 平成 30 年度長門市水道事業会計決算の認定について 認定

8 平成 30 年度長門市下水道事業会計決算の認定について 認定

9 長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例 原案可決

10 長門市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決

11
長門市人事行政の運営等状況の公表に関する

条例等の一部を改正する条例
原案可決

12
長門市一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例

原案可決

■９月定例会議決結果

※報告１～ 4 については報告のみ

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業　

６
２
５
０
万
円

小
規
模
の
整
備
も
可
能
に

　

こ
の
事
業
は
、
当
初
予
算
に
お

い
て
、「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
」
と
し
て
計
上
し
て
い
た
農
産

物
加
工
施
設
等
の
整
備
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
よ
り
事
業
目
的
に
則

し
た
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
か

ら
、
予
算
の
組
換
え
を
行
う
も
の

で
す
。補

助
事
業
の
具
体
的
な
内

容
及
び
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
と
の
相
違
点
は
。

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支

援
事
業
は
、
中
山
間
地
域

に
お
け
る
所
得
向
上
に
向
け
た
実

践
的
な
計
画
策
定
、
土
地
の
基
盤

整
備
、
生
産
販
売
等
の
施
設
整
備

を
総
合
的
に
支
援
す
る
事
業
で
あ

る
。

　

農
産
物
の
生
産
規
模
の
拡
大
を

狙
っ
た
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
対
し
、
本
事
業
は
農
作
物
の
加

工
販
売
を
狙
っ
た
事
業
で
あ
り
、

産
地
の
面
積
拡
大
の
要
件
が
な
く

小
規
模
の
整
備
も
可
能
で
あ
る
。

問

問

答

答
空
き
家
対
策
事
業　

２
６
７
万
円

施
設
等
利
用
給
付
事
業

１
５
２
５
万
円

放
課
後
児
童
対
策
事
業　

６
０
３
万
円

見
込
み
を
上
回
る

申
請
件
数
に

子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
を

深
川
児
童
ク
ラ
ブ
を
拡
充

▼深川児童クラブ
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たりの勤務時間が 30 時間以上の職員に支給する

こととしており、対象となるのは会計年度任用職

員への移行が見込まれる職員 450 人のうち 149 人

である」との答弁がありました。

　討論では、委員から「いつでも雇い止めが可能

な有期雇用の非正規職員に変わりがないことや、

労働条件面で正規職員との格差を残したまま、義

務や規律、処罰だけは正規職員並みであること、

また非正規雇用を合法化し、非正規化を進めるこ

とにつながりかねない等の理由から認められな

い」との反対意見がありました。

　採決の後、委員からこの条例の運用に当たって

は移行する職員にとって不利益が生じることのな

いよう、適正な勤務条件の確保を求める附帯決議

案の動議が提出され、可決しました。

その他の委員会付託議案　（条例）

　この条例は、地方公務員法の一部改正により令

和 2 年 4 月 1 日から会計年度任用職員制度が導入

されることから、この会計年度任用職員の給与等

について、必要な事項を条例で定めるものです。

委員会審査では、委員から会計年度任用職員全員

をパートタイムで雇用することとしているが、勤

務体制を構築できるのかとの質疑があり、執行部

から「現在雇用中のパートタイム制の臨時職員の

任用時間延長や、新たな職員の雇用により、対応

可能であると考えている」との答弁がありました。

　次に委員から任用の更新手続きについて質疑が

あり、執行部から「人事評価が義務付けられてい

ることから、評価を行い能力の実証を得てから任

用の更新をすることとしている」との答弁があり

ました。さらに委員から期末手当支給の条件及び

対象人数について質疑があり、執行部から「週当
▲

議案第９号　長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例

適正な勤務条件等の確保を総務民生

委員会

令和元年９月定例会

文教産業

委員会

　これは水道法の一部改正に伴い、指定給水装置

工事事業者に対する指定の更新制が導入されるこ

とから、所要の改正を行うものです。委員会審査

では、委員から現行制度で指定を受けている業者

に対する改正内容の周知について質疑があり、執

行部から「10 月より指定給水装置工事事業者制度

における指定の更新制が導入され更新期間は 5 年

となるが、初回の更新までの有効期間は、本市に

おいては合併時に一括して再指定しているため、

3 年間の経過措置期間中に更新方法等を業者に周

知していきたい」との答弁がありました。

▲

議案第 17号

長門市水道給水条例の一部を改正する条例

業者に対する周知方法は

臨時職員は会計年度任用職員に移行

附帯決議案を可決

　この条例は、内閣府令「特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準」が改

正されたことから、所要の改正を行うものです。

　委員会の審査では、委員から給食費免除となる

条件について質疑があり、執行部から「市民税所

得割額が、一号認定については 7 万 7,101 円未満

の世帯。二号認定については 5 万 7,700 円未満の

世帯、ただし一人親世帯は 7 万 7,101 円未満の世

帯が対象となる」との答弁がありました。　討論

では、委員から「無償化の財源を低所得世帯ほど

負担の重い消費税にしていることなどから認めら

れない」との反対意見がありました。

▲

議案第 14号　
長門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

給食費免除の条件は
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水道・下水道事業会計決算

▼議案第 7号　平成30年度長門市水道事業会計決算の認定について

▼議案第8号　平成30年度長門市下水道事業会計決算の認定について

　９月定例会において、平成 30 年度の長門市水道及び下水道事業会計の

決算審査が行われ、決算を認定しました。

下水道事業（平成30年度）

■収益的収支（税抜額）

収入額

支出額

差し引き（純利益）

1,672,309,440円

1,672,309,440円

0円

■資本的収支（税込額）

収入額

支出額

差し引き（不足額）

959,341,517円

1,347,834,945円

388,493,428円

有
収
率
向
上
の
た
め
の

漏
水
対
策
は

　

有
収
率
は
平
成
28
年
度
81
・

１
％
、
29
年
度
78
・
０
％
、
30
年

度
は
76
・
３
％
と
年
々
低
く
な
っ

て
お
り
、
国
の
年
鑑
指
標
84
・
８
％

と
比
較
し
て
も
低
い
水
準
で
あ

る
。
布
設
後
40
年
を
経
過
し
た
老

朽
管
が
急
速
に
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
漏
水
も
増
え
て
お
り
、
老
朽

管
更
新
計
画
に
基
づ
く
水
道
管
路

の
計
画
的
な
改
良
・
更
新
工
事
の

施
工
及
び
緊
急
的
な
漏
水
対
応
の

た
め
の
修
繕
費
の
確
保
に
努
め
る

な
ど
、
有
収
率
の
改
善
に
取
り
組

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

進
捗
状
況
は

　

老
朽
管
更
新
計
画
に
基
づ
い
た

水
道
管
路
の
継
続
的
な
改
良
更
新

を
行
い
、
今
年
度
よ
り
着
手
し
た

湯
本
浄
水
場
の
更
新
事
業
、
そ
の

ほ
か
下
川
西
浄
水
場
の
能
力
を
補

う
新
浄
水
場
の
整
備
、
下
郷
第
１

水
源
や
三
隅
中
水
源
の
紫
外
線
処

理
設
備
、
田
屋
の
三
上
山
配
水
池

の
更
新
を
順
次
計
画
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
更
新
事
業

費
の
抑
制
と
年
間
の
事
業
費
の
平

準
化
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
、
今
年
度
中
に
水
道
事
業
の

経
営
戦
略
の
策
定
を
行
う
。

不
明
水
等
の
対
策
は

　

下
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
不

明
水
の
侵
入
、
地
下
水
の
侵
入
に

は
、
降
水
時
に
流
量
の
上
が
る
処

理
場
の
地
区
に
出
向
き
調
査
等
を

実
施
対
処
す
る
。

ん
で
い
く
。

将
来
構
想
を
踏
ま
え
た

経
営
戦
略
を

　

平
成
28
年
２
月
に
「
汚
水
処
理

施
設
整
備
構
想
」
を
策
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
公
共
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
農
集
の
最
適
整
備

構
想
、
漁
集
の
機
能
保
全
計
画
、

料
金
の
改
定
は

　

監
査
意
見
書
の
中
に
「
現
状
の

情
報
開
示
に
努
め
、
受
益
者
負
担

の
原
則
を
含
め
た
水
道
料
金
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ら

れ
、
一
層
の
経
営
の
効
率
化
を
推

進
さ
れ
た
い
」
と
あ
る
。
今
後
、

下
水
道
審
議
会
を
「
上
下
水
道
審

議
会
」
に
改
め
て
水
道
も
含
め
て

料
金
の
部
分
の
検
討
に
入
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
ま
ず
行
政
経
営
的

に
内
部
で
検
討
し
た
案
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
を
審
議
会
に
示
し
な
が

ら
徐
々
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
ら
将
来
の
投
資
の
計
画
が
出

揃
っ
た
段
階
で
今
の
経
営
戦
略
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。

水
　
道
　
決
　
算

下
　
水
　
道
　
決
　
算

水道事業（平成30年度）

■収益的収支（税抜額）

収入額

支出額

差し引き（純利益）

701,429,607円

694,352,281円

7,077,326円

■資本的収支（税込額）

収入額

支出額

差し引き（不足額）

249,146,760円

559,661,351円

310,514,591円

給水人口
（水道）

有収水量（水道）

（万㎥）

（人）

現在処理
区域内人口

（下水道）

有収水量（下水道）

給水人口・有収水量等の推移
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交
通
弱
者
へ
の
対
策
を

本
市
で
は
長
門
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
基
づ
き
交
通
手
段

が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
む
中
、
新
た
な
交
通
手
段

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
安
心
し

て
返
納
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

自
家
用
車
に
頼
ら
な
い
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
現

在
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
ほ
か
、既
存
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

等
に
お
け
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
動
向
調

査
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
に
向
け
た

実
証
運
行
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

渋
木
大
垰
地
区
で
は
、
市
か
ら
ミ

ニ
バ
ン
を
借
り
、
地
域
の
人
が
交

代
で
運
転
し
て
月
に
１
回
病
院
に
行
く

高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
し
か

し
、
月
に
１
回
で
は
利
用
し
に
く
い
と

考
え
る
が
改
善
は
出
来
な
い
か
。

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
や
運
行
主
体
で
あ
る
地
元
自

治
会
の
意
見
を
参
考
に
し
、
改
善
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る

窓
口
業
務
の
改
善
は

本
市
で
は
９
月
か
ら
新
庁
舎
に

な
っ
た
が
、
障
害
者
差
別
解
消
法

に
即
し
た
職
員
の
対
応
要
領
の
活
用
や

高
齢
者
へ
の
窓
口
業
務
は
ど
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
た
の
か
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
障
害
者
や
高
齢

者
を
は
じ
め
来
庁
者
の
利
便
性
に

配
慮
し
た
窓
口
に
な
り
、
ソ
フ
ト
面
で

は
障
害
者
と
対
応
す
る
場
面
が
多
い
市

民
福
祉
部
の
全
職
員
に
障
害
者
差
別
解

消
法
に
即
し
た
職
員
の
対
応
要
領
を
配

付
し
、
窓
口
業
務
に
活
用
す
る
よ
う
意

識
付
け
を
し
た
。

一般質問

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
を

企
業
誘
致
の
拠
点
に

市
内
産
業
の
魅
力
の
発
信
や
人
材

育
成
、
創
業
支
援
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
長
門
市
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
て
か
ら
１
年

が
経
つ
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

市
内
の
中
高
生
、
地
元
企
業
等
と

の
連
携
に
よ
る
本
市
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
14
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い
、
延
べ
365
人
が

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
同
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
、簿
記
講
座
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
等
も
実
施
し
て
お
り
、
人

材
育
成
の
支
援
拠
点
と
し
て
若
者
・
女

性
・
高
齢
者
等
、
多
様
な
人
材
の
活
用

に
よ
る
労
働
力
不
足
の
解
消
、
企
業
の

成
長
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

起
業
・
創
業
の
相
談
を
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
と
商
工
会
議
所
や
商
工
会

で
行
っ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
と

し
て
、
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
に
は
各
種
相

談
で
き
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
は

な
い
か
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
ほ
ど
の
相

談
件
数
が
見
込
ま
れ
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
相
談
実
績
の
検
証
を
行
い
、
ど

う
い
っ
た
支
援
体
制
が
市
内
業
者
に
必

要
な
の
か
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の

意
見
を
伺
い
た
い
。

市
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
促
進
事
業
が
あ
る
が
、
し
ご

と
セ
ン
タ
ー
内
で
は
利
用
が
な
い
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
や
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
戦
略

は
あ
る
の
か
。

長
門
・
俵
山
道
路
の
開
通
に
よ
る

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
今
年
度

か
ら
着
手
し
た
市
内
全
域
へ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
に
よ
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
が
進
め
や
す
く

な
っ
た
と
考
え
る
。

▼しごとセンター

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答 答

答

▼乗合タクシー

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　先野 正宏
議員

　

O
K

U
S

A
 H

IR
O

K
I　

大草 博輝
議員
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市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

平
成
24
年
７
月
に
「
長
門
市
み
ん

な
で
進
め
る
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、「
弱
体
化

し
た
集
落
機
能
の
再
生
」
と
「
市
民
活

動
団
体
の
活
性
化
」
の
二
本
柱
で
進
め

て
き
た
が
、
こ
の
達
成
状
況
の
評
価
と

現
状
に
お
け
る
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

集
落
機
能
再
生
事
業
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
へ
の
集
落
支
援
員

の
配
置
、
各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
に
よ

り
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
計
画

づ
く
り
の
取
り
組
み
事
例
も
増
え
て
い

る
が
、
協
議
会
へ
の
若
年
層
の
参
加
者

が
少
な
い
こ
と
や
、
自
主
財
源
の
確
保

に
は
課
題
が
残
る
。
引
き
続
き
若
年
層

へ
の
啓
発
や
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活

用
し
た
集
落
支
援
員
へ
の
相
談
等
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

　

市
民
活
動
団
体
活
性
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
活
動
や
補
助

終
了
後
も
自
主
運
営
で
活
動
す
る
団
体

も
あ
り
、
団
体
育
成
に
つ
い
て
も
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
自
主

財
源
確
保
に
向
け
た
助
言
な
ど
必
要
な

支
援
を
継
続
し
て
行
う
。

研
修
等
を
通
じ
市
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
理
解
し
て
い
る
市

職
員
が
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加

し
、
市
民
目
線
で
事
業
を
検
証
す
る
た

め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

市
の
施
策
が
職
員
を
通
じ
て
市
民

に
周
知
さ
れ
、
様
々
な
意
見
交
換
が
で

き
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、

職
員
が
地
域
づ
く
り
支
援
員
と
し
て
業

務
中
に
活
動
す
る
際
に
は
職
務
専
念
義

務
の
免
除
の
規
定
を
適
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
場
に
お
い
て
も
職
員
各
自
が

行
う
市
民
協
働
に
係
る
活
動
の
情
報
共

有
を
進
め
る
な
ど
、
参
加
し
や
す
い
雰

囲
気
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

一般質問

宿
泊
客
を
増
や
す
取
り
組
み
を

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
は
全
国
に
誇
る

文
化
施
設
で
あ
る
。
観
光
と
結
び

つ
け
た
取
り
組
み
強
化
が
必
要
。
そ
の

た
め
に
も
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
と
観
光
を

結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
環
境
を
市
が

し
っ
か
り
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

観
光
地
や
道
の
駅
な
ど
へ
の
波
及

効
果
も
見
込
め
る
た
め
、
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
の
活
用
は
、
大
い
に
観
光
に

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
サ
イ
ト
や
外

国
船
ク
ル
ー
ズ
等
の
客
に
対
し
て
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
を
絡
め
た
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
。

外
国
人
観
光
客
誘
致
は
広
域
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全

国
や
世
界
か
ら
見
た
ら
長
門
市
の
知
名

度
は
ま
だ
低
い
た
め
、
有
名
観
光
地
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

外
国
人
旅
行
者
は
長
期
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
が
多
い
の

で
、
広
域
的
な
取
り
組
み
も
必
要
で
あ

る
。
長
門
市
だ
け
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

で
来
る
外
国
人
旅
行
者
は
少
な
い
た
め
、

広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
。

ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
は
元
乃
隅
神
社

が
渋
滞
し
、
近
隣
の
住
民
の
暮
ら

し
に
支
障
が
出
て
い
る
。
渋
滞
の
解
消

と
し
て
、
予
約
制
の
導
入
や
駐
車
場
料

金
の
調
整
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

予
約
制
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い

く
。
適
正
な
観
光
客
数
と
な
る
よ

う
平
準
化
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
料
金

の
値
上
げ
に
よ
る
抑
制
も
ひ
と
つ
の
方

策
で
あ
る
。
他
地
域
の
観
光
地
の
取
り

組
み
や
地
元
の
方
々
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
有
効
な
手
段
を
考
え
た
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

▼自治会長ワークショップ

▼ルネッサながとの劇場 答

　

H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O早川 文乃
議員

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

綾城 美佳
議員
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

市
長
は
８
年
前
の
就
任
直
後
に
、

全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め

の
６
項
目
の
重
点
施
策
を
表
明
し
て
い

る
が
、
一
番
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。
現
状
の
到
達

点
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
機

能
強
化
、
避
難
情
報
や
災
害
情
報
の
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
、
音

声
告
知
端
末
機
、
防
災
メ
ー
ル
な
ど
、

早
い
段
階
で
整
備
が
完
了
し
た
。
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
は
、
行
政
の
重
要
な
使
命
で

あ
り
、
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
今
後
も
引
き
続
き
、
そ
の
対
策
と

必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
在
り
方
を
見
直
す
動

き
が
広
が
っ
て
お
り
、
災
害
な
ど
に
よ

る
停
電
時
で
も
発
電
し
た
電
力
を
賄
え

る
電
源
自
立
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

一般質問

獣
害
対
策
の
事
業
効
果
は

農
業
分
野
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
平
成
26
年
度
よ
り
市
内

全
域
に
侵
入
を
防
ぐ
獣
害
防
止
柵
を
設

置
し
て
き
た
が
、
こ
の
事
業
効
果
は
。

本
市
の
獣
害
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

個
別
の
要
望
に
対
し
て
支
援
を
行

な
っ
て
き
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

広
域
的
、
面
的
管
理
と
し
て
恒
久
的
対

策
を
行
う
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

柵
設
置
が
進
捗
し
た
平
成
29
年
度
以
降

は
被
害
額
も
減
少
し
て
お
り
効
果
は
着

実
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
に
お
け

る
通
行
車
両
の
獣
害
衝
突
被
害
も
減
少

し
た
と
聞
い
て
お
り
、
生
活
安
全
面
に

お
い
て
も
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

設
置
さ
れ
た
柵
の
所
有
権
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
ま
た
柵
の
耐
用
年

数
は
。柵

は
ど
の
地
区
も
県
営
事
業
で

設
置
し
て
い
る
が
、
設
置
完
了

後
、
県
か
ら
市
に
対
し
て
財
産
移
管

が
行
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
柵
の
所

有
権
は
長
門
市
の
行
政
財
産
と
な
る
。 

ま
た
柵
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
移
管
さ
れ
る
際
、
柵
の
処
分
、
制

限
期
間
が
14
年
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
期
間
は
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

担
い
手
が
減
少
し
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
今
後
の
維
持
管
理
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

日
常
の
見
回
り
、
周
辺
の
除
草
ま

た
は
簡
易
な
補
修
等
は
耕
作
者
、

受
益
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
必

要
経
費
等
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
制
度
の
活
用
な
ど
で
対
応
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
大
規
模
な
修
繕
等
に

つ
い
て
は
市
の
負
担
で
実
施
し
管
理
し

て
い
く
。

▼獣害防止柵

問

問問

問

答

答答

答

▼通小学校のガスヒートポンプエアコン設備 シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
る
。
施
設
等
の
更

新
時
に
は
順
次
切
り
替
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
等
の
更
新
時
に
は
し
っ

か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を

目
指
す
上
で
も
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
各
種
施
策

を
展
開
し
て
き
た
。
今
年
度
も
日
置
保

育
園
の
整
備
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

拡
充
し
て
き
た
。
要
望
の
多
い
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

答 答問

問

林 哲也
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　

重村 法弘
議員
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第
20
回
山
口
県
市
議
会
議
員
研

修
会
（
県
議
長
会
主
催
・
会
長
＝

西
村
憲
治
光
市
議
会
議
長
）
は
８

月
９
日
、
柳
井
市
の
柳
井
ク
ル
ー

ズ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
講
演
は
千
葉
県
市
川
市

議
会
事
務
局
の
野
村
憲
一
氏
を
講

師
に
迎
え
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト 

自

治
体
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」、
午
後
か
ら
は
地
域
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
「
外

国
人
と
労
働
環
境
」
と
題
し
て
、

杉
田
昌
平
弁
護
士
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講

し
ま
し
た
。

　

自
治
体
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
に
つ
い
て
の

講
演
で
は
「
議
員
個
人
と
議
会
全

体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
う

二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
議
員
の
不

祥
事
に
対
し
て
、
議
会
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

議
員
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
住
民

代
表
で
あ
り
、『
公
人
』『
選
良
』

第
20
回
市
議
会
議
員
研
修
会

議
員
と
し
て
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
学
ぶ

議会活動
レポート

門
市
議
会
報
酬
・
期

末
手
当
及
び
定
数
等

調
査
研
究
会
（
以
下

「
研
究
会
」）
の
田
村
哲
郎
会
長

と
林
哲
也
副
会
長
は
、
８
月
５

日
、
武
田
新
二
議
長
に
対
し

て
「
議
員
報
酬
・
期
末
手
当
及

び
定
数
等
調
査
研
究
報
告
書
～

協
働
型
政
策
議
会
を
目
指
し
て

～
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
平
成
29
年
度
報
酬

等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
議

長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置

し
、
平
成
30
年
１
月
17
日
の
第

１
回
目
の
協
議
を
皮
切
り
に
、

こ
れ
ま
で
23
回
の
議
論
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
市
民
の
中
に
あ

る
「
報
酬
・
手
当
等
が
高
い
」

と
い
う
感
情
の
根
底
に
は
、
現

状
の
議
会
に
対
す
る
不
信
が
あ

り
、そ
の
不
信
感
を
解
消
し
「
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を

目
指
し
て
真
剣
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
に

立
っ
て
、
調
査
・
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

議
論
の
過
程
で
「
報
酬
・
定

数
」
に
関
す
る
論
理
を
た
と

え
ど
ん
な
に
緻
密
に
組
み
立
て

て
も
、
そ
の
議
会
・
議
員
が
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
そ
の
こ
と
は
何
の
意
味
も

持
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
平
成
29
年

度
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
に
対
す
る
研
究
会
か
ら
の

提
案
及
び
問
題
提
起
で
す
。
今

回
の
報
告
書
を
起
点
と
し
て
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を
は
じ

め
、
市
民
と
の
意
見
交
換
を
深

め
る
中
で
「
協
働
型
政
策
議
会
」

へ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　議員報酬・期末手当及び定数等

調査研究報告書を提出

▲報告書提出のようす

と
い
う
、
あ
る
種
の
ラ
ベ
ル
を
背

負
っ
て
お
り
、
住
民
が
注
目
す
る

な
か
で
、
そ
の
範
と
し
て
行
動
す

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と

述
べ
、
地
方
自
治
法
も
そ
の
前
提

で
議
会
制
度
を
定
め
て
い
る
こ
と

や
、
一
般
の
人
よ
り
も
高
い
レ
ベ

ル
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
と
労
働
環
境
に
つ
い
て

の
講
演
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
経

験
も
踏
ま
え
「
日
本
で
働
く
外
国

人
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
改
定

出
入
国
管
理
法
が
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
改
定
入
管
法
は
、
人
手

不
足
と
さ
れ
る
業
種
で
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
た

め
、『
特
定
技
能
』
と
い
う
新
た
な

在
留
資
格
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が

柱
で
あ
る
」
と
述
べ
、
外
国
人
材

に
関
わ
る
制
度
や
労
働
関
係
法
令
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
多
文
化
共

生
社
会
へ
の
対
応
策
や
課
題
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

長

報告書の内容は
長門市議会サイトで！

こちらのＱＲコードからも
アクセスしていただけます。
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　今年度の議会報告会は、８月から翌年 1月にかけて 1グループ 3名の議員

により、市内 18会場 ( 長門地区 4カ所、日置地区 6カ所、三隅地区 4カ所、

油谷地区 4カ所 ) を予定しています。現在 6会場で意見交換会を終えたとこ

ろですが、ここでは参加者からいただいた要望・意見・提案の一部をご紹介

します。

残りの 12カ所についても今後開催しますので、ぜひお越しいただきご意見等をお聞

かせください。これからの議会活動の参考にさせていただきます。

　
　

渋
木
中
区
公
会
堂

・ 

現
在
多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い
る
本

市
で
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
や
新
庁
舎
建

設
、
湯
本
温
泉
開
発
事
業
等
さ
ま
ざ

ま
な
大
型
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。

・ 

道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
運
営
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

・ 
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
柵
を
設
置
し

た
が
、
あ
ま
り
効
果
が
み
ら
れ
な
い
。

・ 

見
合
っ
た
働
き
を
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
議
員
報
酬
や
定
数
に
関
し
て
は

多
い
と
は
思
わ
な
い
。

市民と議員が語る議会報告会

まちかどトーク
市内

18会場
で開催

8/11

▲渋木中区公会堂

　
　

日
置
北
山
集
会
所

・ 

市
民
生
活
の
公
平
性
の
面
か
ら
、
合

併
浄
化
槽
お
よ
び
下
水
道
利
用
者
の

使
用
料
金
の
整
合
性
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

・ 

獣
害
防
護
柵
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
調
査
・
研
究
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・ 

地
区
住
民
の
高
齢
化
で
道
路
維
持
や

草
刈
り
等
の
管
理
は
困
難
で
あ
る
。

・ 

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
少
し
高
い

と
思
う
が
、
定
数
は
小
さ
な
自
治
会

等
の
声
を
拾
い
上
げ
る
た
め
に
も
、

む
し
ろ
増
や
し
て
ほ
し
い
。

8/18

▲日置北山集会所
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仙
崎
青
海
集
落
セ
ン
タ
ー

・ 

高
山
千
年
の
森
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
誰
が
行
う
の
か
。

・ 

青
海
湖
の
堆
積
物
お
よ
び
水
草
の
処

理
を
し
て
ほ
し
い
。

・ 

廃
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
跡
地
利

用
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・ 

こ
の
よ
う
な
交
流
会
は
今
後
も
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

・ 
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
地
域
・
周
辺

部
の
声
が
届
か
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
。

　
　

渋
木
坂
水
公
会
堂

・ 

草
木
等
に
よ
り
側
溝
が
詰
ま
り
水
が

た
ま
り
、
道
路
に
溢
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

・ 

獣
害
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
た
が
、
あ

ま
り
効
果
が
み
ら
れ
な
い
。

・ 

地
区
内
に
お
い
て
近
年
、
不
法
投
棄

が
数
多
く
み
ら
れ
る
が
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。

・ 

地
区
内
に
多
く
の
高
齢
者
が
い
る
。

現
在
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
真
木
ま

で
入
っ
て
い
る
が
、
今
後
坂
水
ま
で

来
る
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

　
　

日
置
一
円
公
会
堂

・ 

掛
淵
川
周
辺
に
草
木
が
生
い
茂
り
、

大
雨
の
時
に
は
氾
濫
し
な
い
か
心
配

で
あ
る
。

・ 

草
む
ら
に
大
型
家
電
が
捨
て
て
あ
る

な
ど
、
不
法
投
棄
の
問
題
が
深
刻
で

あ
る
。

・ 

地
区
内
に
ス
ー
パ
ー
が
な
く
、
多
く

の
住
民
が
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
。

・ 

現
在
、
地
区
内
に
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス

が
走
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
利
用

し
や
す
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

日
置
矢
ヶ
浦
集
会
所

・ 

高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
道

路
等
の
清
掃
作
業
が
難
し
く
雑
草
が

刈
れ
な
い
た
め
困
っ
て
い
る
。

・ 

地
区
内
に
は
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・ 

市
道
の
亀
裂
等
の
改
修
や
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
連
絡
網
を
作
成
し
て

ほ
し
い
。

・ 

市
の
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
る

中
、
議
員
定
数
も
削
減
す
る
べ
き
。

議
会
閉
会
中
の
活
動
を
市
民
に
し
っ

か
り
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

8/19

8/23

9/3

9/6

▲矢ヶ浦集会所

▲一円公会堂

▲青海集落センター

▲渋木坂水公会堂



▼ 食欲の秋が到来しました。秋

刀魚や松茸などおいしいものの

旬が満載でついつい食べ過ぎて

しまいそうです。ダイエットを

始めて 5 年経ちますが体重を維

持するために私が続けているの

は食事の最初に野菜や海藻を食

べることです。これらは低カロ

リーで、ビタミンや食物繊維を

委 員 長　　先 野 正 宏

副委員長　　吉 津 弘 之

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 南 野 信 郎

　 　 　 　 岩 藤 睦 子

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 綾 城 美 佳

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報担当

長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ�議会だよりを読まれていますか。またフェイスブッ

クで活動発信をしていますが見られていますか。

Ａ 議員さんの活動や考え、長門市の諸問題やそれに

対しての取り組みを知ることができるので、議会

だよりもフェイスブックも拝見しています。

Ｑ地域で活動をされていますか。

Ａ 市内の若者で「ぼくらの長門」というグループを

作り、ハロウィンイベント等地域一体となって長

門市が活性化していけるよう取り組んでいます。

Ｑ 議会、議員に望むことがあれば教えてください。

Ａ ぜひ私たちが企画するイベント等に足を運んでい

ただき、若者の声を聞いて欲しいです。そして、

一緒に長門市の発展に努めていただきたいです。

久永 信也 さん（28 歳）

東深川在住（理容師）

含んでおり、先に食べることで

満腹感を得られ、食べ過ぎを防

げます。 ▼ 地元の旬な食材が味

わえるセンザキッチンはオープ

ンから 2 年が経過。口コミで人

気道の駅ランキング 5 位を獲得

し、多くの人で賑わっています。

この賑わいが 5 年、10 年続くよ

うにと願ってやみません。（吉津）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

まちの声

表紙の説明新庁舎の議場が開場

　９月定例会が新庁舎初の議

会となりました。開会前に議

員全員が議場に一礼をして入

場し、武田議長が「これまで

以上に活発な議論を経て議会

の発展を図り、市民の意見を

十分に反映された政策や条例

が生まれることを期待してい

ます」とあいさつしました。

　９月 12 日、総務民生委員会はゴミの減

量等の取り組みを学ぶため、渋木の長門市

清掃工場リサイクル施設と境川の一般廃棄

物最終処分場の視察を行いました。リサイ

クル施設ではプラスチック製容器包装類の

圧縮梱包処理が行われています。また、一

般廃棄物最終処分場では設置から 15 年が

経ち、処分場の容量の約半分まで不燃残渣

や焼却残渣等が搬入されていました。▲開会前行事


